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結果の概要

昭和48年度調査成績を中心に解説する。

1．　栄養摂取量
（1）　国民1人1日当たりの栄養摂取量を10年前の昭和38年と比較すると炭水化物を除くすべての栄養

素の摂取量が増加している。特に動物性たん白質は47％増，脂肪は80％増となっており，脂肪のう

ち動物性脂肪は約2．4倍にも増加している（表1）。

　　　　　　　　　　　　表1 栄養摂取量の年次推移　　（1人1日当たり）

昭和28年
11月

熱量Cal

たん白質　総量　動物性　植物性

脂肪

（うち動物性脂肪　　g）　

炭水化物　　g

カルシウム

　　　鉄　
ビタミンA　B1　B2　C

穀類カロリー比 ％

動物性たん白質比％

昭和38年
11月

昭和41年

11月

昭和47年

11月
昭和48年

11月

昭和50年を
目途とした
栄養基準量

（2）動物性たん白質の増加により動物性たん白

質比は38年度の39．7％から48年度は49．8％と

摂取たん白質の約半分は動物性のものが占め

るようになった。 （表1）

（3）昭和50年を目途とした栄養基準量と比較す

ると熱量は，5．7％基準を上回っているがカ

ルシウムは約10％，ビタミンA，B1，B2も

調理損失を考慮すると15～30％基準量を下回

っている（図1）など国民の栄養状態は量的

には過剰傾向にあるが，質的には微量栄養素

など改善すべき点がみられる。

図1　昭和50年を目途とした栄養基準量と昭和48

年度栄養摂取量の比較（栄養基準量＝100）
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鉄　ビタミンA　ビタミンB1　ビタミンB2　ビタミンC

注）ビタミン類については調理による損失を考慮し
てある。
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2．食品摂取量
（1）国民1人1日当たりの食品摂取量の10年間の変化をみると特に調味嗜好飲料，肉類，牛乳の増加が

　　　　　　　　　表2 食品摂取量の年次推移　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1人1日当たり　単位＝g）

食品群

穀類 米類 小麦類 その他

昭和28年
11月

いも類

さとう類

菓子類

油脂類

豆類　大豆，大豆製品

　　その他の豆類

緑黄色野菜

その他の野菜，茸類

果実類

海草類

調味嗜好飲料

魚介類

肉類
卵類

牛乳　

乳製品

昭和38年
11月

昭和41年
11月　

昭和47年　昭和48年　（48年）×100／（38年）

11月 11月

図2　昭和48年度と昭和38年度の食品摂取量の比較（昭和38年度食品摂取量＝100）
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著しく，それぞれ4．2倍，2．7倍，2．4倍，又油脂類，緑黄色野菜及び果実類は1．8倍，卵類も1．5倍

となっている。

一方米類は24％減，大麦・雑穀は85％減，いも類も28％減となっている（表2，図2）。

3．支出階層別にみた食生活

（1）1人1か月当たりの家計上の現金支出額によって栄養摂取状況をみると，動物性たん白質，脂肪

は支出額の増加につれて増える傾向をみせている。穀類カロリー比は支出額が少ない程高く，動物

性たん白質比は低く，支出額の増加につれて穀類カロリー比は下がり，動物性たん白質比は増加し

ている（表3）。

表3　支出階層別栄養摂取量

（金額は1人1か月当たり支出額）

熱量Cal
たん白質　総量
動物性　植物性

脂肪

炭水化物

カルシウム
鉄　　　
ビタミンA　B1 B2 C

穀類カロリー比％

10,000円未満 10,000円～14,999円 15,000円～19,999円 20,000円以上

動物性たん白質比

(2)　食品摂取状況をみると，支出額が多くなるにつれて，米類の摂取量が減少し小麦類，油脂類，調

味嗜好飲料，畜産食品は増加する傾向がみられる（表4，図3）

図3　支出階層別にみた食品摂取傾向

　　　　　　　　米類

　　　　小麦牛乳

　肉類

いも類

卵類

油脂類

10000円未満 10000円～14999円 15000円～19999円 20000円以上
　　　　　　　1人1か月当たり現金支出額
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表4　支出階層別食品摂取量
（金額は1人1か月当たり支出額） 単位：g

食品群 10，000円未満　10,000円～14,999円　15,000円～19,999円　20,000円以上

穀類　米類　小麦類　その他

いも類
さとう類

菓子類
油脂類

豆類　大豆・大豆製品　
　　その他の豆類

緑黄色野菜

その他の野菜・茸類
　果実類

海草類
調味嗜好飲料

魚介類

肉類

卵類

牛乳

乳製品

4．外食の状況

（1）3日間調査のうち，外食を1回以上した者は朝5.0％，昼49.1%, 夕15.6%を占めており昼の外

食率が高い。外食頻度の高い昼食について内訳をみると3日間とも外食した者は27.6%であった。

47年度と比較すると，朝，昼，夕ともに増加傾向がうかがえる（図4）。

　47年
朝食　48年

　47年
昼食
　48年

　47年
夕食　48年

図4 3日間の朝昼夕別外食状況 図5　 都市町村別昼食の外食状況

　　　　　47年10大都市
　　　　　48年

　　　　47年
15万以上の市
　　　　48年

　　　　47年
5～15万の市
　　　　48年

3回とも外食　2回外食　1回外食

（2）また，外食率は，都会地ほど高く，3日間と

も昼を外食した者は人口5万未満の市及び町村

では22～23％であるのに対し10大都市では31.6

　　　　47年
5万未満の市
　　　　48年

　　　　47年町村　　　　48年

3回とも外食　2回外食　1回外食
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％となっている。47年度と比較すると，いずれも増加傾向がうかがえる（図5）。

（3）外食の内容をみると全国平均でも，都市町村別にみても和食の占める割合が多い。そば，うどん

類，パン類を主とした外食も約40％もみられる（表5）。

　　　　　　　表5　都市町村別にみた外食（昼）内容構成比　　　　　 　　　（％）　

総数　そば，うどん類　パン類　和食　洋食

全国平均

10大都市

15万以上の市

5～15万の市

5万未満の市

町村

5．欠食の状況

（1）3日間調査のうち1回でも欠食した者は，朝食では14.4%，昼食8.9%,夕食で6.6%で朝の欠食

が最も多い。又3日間毎朝欠食した者は7.1％に及んでいる。47年度と比較すると，朝，昼，夕と

も欠食者の増加が著しい。例えば3日間毎朝欠食した者は47年度の3.1%に対し48年度は7.1%に

も及んでいる（表6）。

表6　朝昼夕別にみた欠食状況

47年11月

朝

昼

夕

　　1回欠食

2回欠食

3回欠食

1回欠食

2回欠食

3回欠食

1回欠食

2回欠食

3回欠食

48年11月

1回欠食

2回欠食

3回欠食

2回欠食
1回欠食

3回欠食

1回欠食

2回欠食
3回欠食

（2）都市町村別にみると大都市ほど欠食率は高い傾向がみられる。48年度でみると3日間毎朝欠食し

た者は10大都市で8．3％，15万以上の市で7．7％，5～15万の市7．3％，5万未満の市4．6％，町村で

6．5％で，5万未満の市の欠食率が低い傾向がみられる。昭和47年度に比べると欠食率は全般に増

加している（図6）。

6．　皮下脂肪厚でみた肥満傾向

（1）　成人層の肥満傾向を調査するため皮下脂肪厚（上腕背部＋肩胛骨下部）の測定を行った。男子の

場合肥満（皮下脂肪厚40mm以上）のものは，20歳代13.1%，30歳代14.1％，40歳代14.7％，50歳代

13.6%であり，著しい肥満（皮下脂肪厚50mm以上）のものは，各年齢層について4～6％程度で年

代による差は比較的少ない（図7）。
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（2）女子においては肥満（皮下脂肪厚50

mm以上）のものは，18～19歳で12．6

％，20歳代で11．7％，30歳代18．3％，

40歳代26．7％，50歳代24．9％であり，

ことに著しい肥満（皮下脂肪厚60mm

以上）のものは，18～19歳3.6％，20歳

代5．4％，30歳代7．3％，40歳代11．5

％，50歳代11．5％と年代が進むにつれ

て増加している（図7）。

7．血圧の状況

　　　　　47年10大都市
　　　　48年

　　　　　47年
15万以上の市
　　　　48年

　　　　　47年
5～15万の市

48年

47年
5万未満の市
　　　　48年

　　　　47年
町村

48年

（1）血圧測定の結果，最高血圧160mmHg

以上か，最低血圧が95mmHg以上の者

を高血圧者とすると，高血圧者は，20

歳代では男4．3％，女1．0％であるのに

対し，年代とともに増加し40～44歳で

は男17．0％，女10．6％，60歳以上では

男46．5％，女45．5％と約半数の人が高

血圧者となっている。年齢が進むと男

女の差が少なくなってくる（図8）。

（2）皮下脂肪厚別に高血圧者の割合をみ

ると30歳代以上では，男女とも各年齢

層において皮下脂肪厚が大になるほ

ど，すなわち肥満者ほど高血圧者の割

合は増加している。特に40～49歳，50

～59歳の女では，この傾向が著しい（図9）。

図6　都市町村別朝の欠食状況

0 2　4　6　8　10　12　14　16　18％

3回とも欠食　2回欠食　1回欠食

図7　皮下脂肪厚でみた性別肥満傾向

　　　（上腕背部＋肩胛骨下部）

　40～49mm　　　　　　50～59mm

　50mm以上　　　　　　60mm以上

18～19歳 20～29歳

30～39歳40～49歳

50～59歳

　18～19歳 20～29歳

　30～39歳40～49歳

　50～59歳

　　男　　　　　　　　女

図8　性・年齢別にみた高血圧発現率

　　　　　　　　　男女

高血圧症発現率

18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳

40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60歳以上



（45〉

図9 　 皮下脂肪厚と高血圧との関係

高血圧発現率

　　　　50～59歳

　　　　40～49歳

　　　　30～39歳

　　　　男

19mm以下 20～29mm 30～39mm 40～49mm

50～59mm 60mm以上

皮下脂肪厚（上腕背部＋肩胛骨下部）

女

50～59歳

40～49歳

30～39歳

19mm以下 20～29mm 30～39mm 40～49mm

50～59mm 60mm以上

皮下脂肪厚（上腕背部＋肩胛骨下部）

8．全血比重，血色素量調査

（1）成人層の貧血傾向を調査するため昭和47年度の女性の調査に引続き48年度は男性の全血比重，血

色素量の調査を行った。

　男性について年齢別に全血比重別分布をみると図10に示すように1.054以下の低位にある者は18

～24歳では5．1％，25～29歳4．8％，30歳代6．5％，40歳代9．9％，50歳代17．2％と年齢が増すにつれ

多くなる傾向がみられる。このうち全血比重が1．051以下と献血基準にあわない程の低位にある者

は，それぞれ0．7％，0．8％，0．8％，1．7％，2．8％である。昭和47年に実施した女性の調査結果と

比較してみると女性は，男性に比して全血比重低位の者が多い（図10）。

（2）男性について年齢別に血色素量別分布をみると図11に示すように13．9g／dl以下の低位にある者

は，18～24歳では12．9％，25～29歳で11．7％，30歳代13．4％，40歳代18．7％，50歳代28．9％と年齢

％
30

20

10

0

図10　全血比重

男　　　　　　女

図11　血色素量

男　　　　　　女

　　男女 男女　男女　 男女　男女
18～24歳 25～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

％
30

20

10

0
　男女
　 18～24歳 25～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

男女 　男女 男女 男女
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が増すにつれて多くなる傾向がみられる。このうち血色素量が11.9g/dl以下の者は，それぞれ

2．2％，1．3％，1．2％，2．0％，4．9％である。

昭和47年に実施した女性の調査成績と比較してみると女性は男性に比して血色素量が低位にある

者の割合はかなり高いが，50歳代では男性の方が女性をうわまわっている（図11）。

9．身体発育

（1）青少年の体位は引続き順調な伸びをみせている。例えば発育成長期の11歳を例にとってみると男

の身長では20年間に7.5cm,10年間では，3.8cm伸びている。女性の身長は20年間に9.7cm，10年間

に4．5cm伸びている。また20歳では20年間に男3．8cm，女2．2cmの伸びがみられる（表7，図12）。

表7　身長・体重の発育状況（11歳，20歳）

年度

　昭和28年

　　　38年

　　　48年

11歳

男

身長（cm）体重（kg）

女

身長（㎝）体重（kg）

20歳

男 女

身長（㎝）体重（kg）身長（㎝）体重（kg）

図12　身長・体重の発育状況（昭和28年＝100）

男　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　　　　　女

　　身長
　体重

　　昭和28年

11歳

　　　　　　　11歳
　　　　　　　20歳
　　　　　　　20歳

昭和38年　　昭和48年

　　身長
　　体重

11歳

11歳

　　20歳
　　　　　　　20歳

昭和28年 昭和38年　　　昭和48年

（2）発育盛りの年齢層では，ここ10年間に約1年の発育の促進がみられる。例えば，48年の15歳の男

子身長（163．2cm）と10年前の年の16歳の身長（163．9cm）がほぼ同じ値となっている。とくに女子

の13～16歳の身長ではいずれも1年以上の発育の促進がみられる（表8）。
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表8　身長の発育状況（10～17歳）

単位：cm

男 女
年齢

28年 38年 48年 28年 38年 48年

10歳

11

12

13

14

15

16　

17

＜参考＞

　　　　　　　 昭和47年度沖縄県調査成績

昭和45年国勢調査区より20地区を無作為抽出し，地区内の世帯及び世帯員を調査の客体とした（827

世帯，3，594人）調査成績を掲げる。

（1）沖縄県の栄養摂取状況

栄養摂取量について全国（沖縄を除く）と沖縄県を比較してみると，動物性脂肪の摂取量は沖縄県

が高いが，他のすべての栄養素は全国平均を下まわっている（表9）。

表9　全国と沖縄県の栄養摂取量の比較

1人1日当たり

全国
（沖縄県を除く）

　　　　　　　沖縄県／全国　　　沖縄県
×100

熱量cal
たん白質　総量　動物性　植物性

脂肪　g　総量　動物性　植物性

炭水化物

カルシウム　mg
鉄　mg

ビタミンA B1 B2 C

穀類カロリー比

動物性たん白質比
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（2）食品群別の摂取量については，全国平均と比べて沖縄県の方が多く摂取している食品は，油脂類，

緑黄色野菜及び肉類である。

　　果実類，調味嗜好品，魚介類，乳，乳製品などの摂取量は全国を下まわっている（表10）。

表10　全国と沖縄県の食品群別摂取量の比較

　　　　　　　　　　　1人1日当たり（単位＝g）

穀類　総量　米類　小麦類　その他

いも類

さとう・菓子類

油脂類

豆類

緑黄色野菜

その他の野菜
果実類

海草類

調味嗜好品

全国
（沖縄県を除く）

動物性食品　総量　魚介類　肉類

　　　　　　卵類

　　　　　　乳・乳製品

沖縄県
沖縄県／全国×100
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